
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
関
す
る
一
考
察

片
　
岡
　
信
　
二

　
目
　
　
次

は
し
が
き

一
　
シ
ス
テ
ム
の
定
義

二
　
確
率
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

三
　
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論

四
　
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
と
所
得
分
布
曲
線

　
　
　
　
　
は
し
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
筆
者
は
、
さ
き
に
提
出
し
た
小
論
に
お
い
て
、
多
数
の
行
動
主
体
の
集
団
の
統
計
的
、
確
率
的
記
述
方
法
の
一
試
案
に
つ
い
て
述
べ
た

が
、
本
論
文
で
は
さ
ら
に
こ
れ
を
一
般
化
し
た
形
で
展
開
し
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
準
拠
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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物
質
の
物
理
的
性
質
を
解
明
す
る
理
論
に
統
計
力
学
が
あ
る
。
こ
れ
は
物
質
を
構
成
す
る
粒
子
（
原
子
、
分
子
）
の
個
々
の
運
動
を
記
述

す
る
運
動
方
程
式
を
解
い
て
、
全
体
の
性
質
を
解
明
す
る
と
い
う
方
向
を
諦
め
、
逆
に
粒
子
が
非
常
に
多
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
利
用

し
て
、
粒
子
の
集
団
の
統
計
的
、
確
率
的
法
則
を
単
純
化
さ
れ
た
形
で
導
き
出
す
と
い
ち
考
え
方
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

物
質
の
巨
視
的
性
質
を
現
象
論
的
に
記
述
す
る
理
論
体
系
で
あ
る
熱
力
学
の
諸
法
則
を
、
実
に
明
快
に
導
出
し
、
さ
ら
に
熱
力
学
で
は
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

達
し
得
な
か
っ
た
現
代
物
性
論
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
統
計
力
学
を
行
動
主
体
の
集
団
の
行
動
理
論
と
し
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
発
想

の
原
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
力
学
か
ら
完
全
に
「
物
質
」
と
い
う
要
素
を
取
り
除
い
て
、
抽
象
的
な
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
も
の

で
置
き
換
え
、
可
能
な
限
り
一
般
化
、
抽
象
化
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
理
論
体
系
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
本
論
文
で
試
み
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
（
4
）
（
5
）

と
に
す
る
。
な
お
こ
の
観
点
か
ら
都
市
交
通
に
関
す
る
研
究
も
最
近
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
非
正
統
的
な
考
え
方
が
必
ず
し
も

筆
者
の
独
善
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
　
シ
ス
テ
ム
の
定
義

　
こ
れ
ま
で
「
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
定
義
は
実
に
多
く
提
出
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
定
着
し
て
は
い
な
い
が
、
本
論
で
は
相
互
関
連

を
も
つ
人
な
い
し
も
の
の
集
合
体
で
、
あ
る
内
部
構
造
を
も
つ
も
の
と
定
義
し
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
も
の
と
す
る
。

　
e
シ
ス
テ
ム
の
内
部
構
造
は
い
く
つ
か
の
確
率
変
数
と
外
部
が
ら
与
え
ら
れ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
。
前
者
を
ミ
ク

・
状
態
変
数
、
後
者
を
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
よ
ぶ
。



　
◎
ミ
ク
ロ
状
態
変
数
の
と
る
こ
と
の
で
き
る
値
（
実
現
値
）
は
、
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
一
部
に
よ
っ
て
変
動
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

　
㊧
内
部
構
造
に
は
ミ
ク
・
状
態
変
数
の
と
る
こ
と
の
で
き
る
値
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
、
有
限
個
な
い
し
は
無
限
個
の
ミ

ク
・
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
く
つ
か
の
ミ
ク
・
状
態
関
数
が
付
随
し
て
い
る
。

　
㈲
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
他
の
シ
ス
テ
ム
と
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
。
こ
れ
を
相
互
作
用
と
よ
ぶ
。
シ
ス
テ
ム
は
他
シ
ス
テ
ム
と
の

相
互
作
用
に
よ
っ
て
ミ
ク
・
状
態
間
の
遷
移
を
行
な
う
。

　
㈹
以
上
の
よ
う
に
定
義
し
た
シ
ス
テ
ム
を
い
く
つ
か
集
め
た
シ
ス
テ
ム
集
団
も
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
な

こ
と
が
定
義
で
き
る
。

　
因
非
常
に
多
く
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
集
団
に
よ
っ
て
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
囲
ま
れ
て
相
互
作
用
を
行
な
っ
て
い
る
と
き
、

前
者
を
後
者
の
環
境
シ
え
テ
ム
と
よ
ぶ
。

　
㈹
ミ
ク
・
状
態
変
数
の
確
率
分
布
が
何
等
か
の
方
法
で
与
え
ら
れ
た
と
き
、
ミ
ク
・
状
態
関
数
の
期
待
値
を
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
マ
ク
ロ

状
態
量
、
あ
る
い
は
単
に
状
態
量
と
よ
ぶ
。

　
以
上
の
よ
う
な
抽
象
的
な
定
義
を
少
し
具
体
的
に
す
る
た
め
に
、
サ
イ
コ
・
を
例
に
と
ろ
う
。
サ
イ
コ
ロ
は
正
六
面
体
と
い
う
物
理
的

な
内
部
構
造
を
も
ち
、
そ
れ
は
「
目
の
数
」
と
い
う
ミ
ク
・
状
態
変
数
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
、
6
個
の
ミ
ク
・
状
態
を
と
る
。
い
ま
こ
の

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
目
の
数
だ
け
の
品
物
を
獲
得
す
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
が
あ
る
と
、
実
際
に
利
得
は
（
目
の
数
）
×
（
品
物
の
単
価
）
と

な
り
、
こ
の
と
き
各
試
行
の
利
得
が
ミ
ク
・
状
態
関
数
で
あ
り
、
品
物
の
価
格
が
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
各
試
行
の
利
得
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七
二

の
期
待
値
が
マ
ク
・
状
態
量
と
な
る
。

　
つ
ぎ
に
シ
ス
テ
ム
の
上
記
定
義
を
数
学
的
記
号
を
用
い
て
、
も
う
少
し
精
密
化
し
て
お
こ
う
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
G
と
よ
ぶ
。

　
O
G
に
は
π
個
の
ミ
ク
・
状
態
変
数
衝
、
晦
、
…
…
、
翫
が
あ
り
、
砺
（
7
目
－
、
2
、
…
、
π
）
の
と
る
こ
と
の
で
き
る
値
は
、
－
叫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

街
、
…
…
、
。
晦
の
畠
個
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
以
下
の
議
論
に
お
い
て
は
、
話
を
単
純
化
す
る
た
め
に
ミ
ク
・
状
態
変
数
の
と
る
こ
と
の

で
き
る
値
は
不
連
続
で
、
個
数
は
有
限
で
あ
る
と
し
て
話
を
進
め
て
ゆ
き
、
必
要
な
段
階
で
連
続
な
モ
デ
ル
に
変
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑭
ミ
ク
・
状
態
変
数
ベ
ク
ト
ル

　
　
　
　
§
”
（
ミ
一
逼
卜
。
｝
…
…
噂
ギ
）

　
国
　
一
肱
岱
肱
8
…
…
弘
肱
計
仏
ε
と
な
る
す
べ
て
の
順
列
（
8
量
…
…
｝
ご
）
の
集
合
を
ー
と
し
て
、
ミ
ク
・
状
態
ベ
ク
ト
ル

　
　
　
　
§
f
（
§
㌦
一
乗
㌦
悼
｝
…
…
乗
㌦
コ
）
　
荒
国

と
定
義
す
る
。

　
四
3
個
の
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
ゐ
、
あ
、
…
…
、
馬
か
ら
、
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
・
ベ
ク
ト
ル
を

　
　
　
　
淘
目
（
き
飼
…
…
』
恥
）

と
す
る
。
λ
の
な
か
に
は
駄
（
沁
）
と
な
っ
て
ミ
ク
・
状
態
変
数
を
変
え
る
も
の
も
あ
る
。

　
㈲
鴉
個
の
ミ
ク
・
状
態
関
数
》
（
§
葛
）
（
鳶
釧
一
も
｝
…
…
｝
醤
）
が
あ
り
、
ベ
ク
ト
ル

　
　
　
　
、
（
§
』
）
匹
（
＞
（
ド
沁
y
》
（
罫
沁
y
…
…
｝
》
（
8
淘
）
）



を
定
義
す
る
。

　
因
ミ
ク
・
状
態
変
数
ベ
ク
ト
ル
％
が
ガ
と
い
う
値
を
と
る
確
率
を

　
　
　
　
壽
”
ミ
＆
（
書
u
§
㌦
一
乗
「
哉
旧
ヤ
…
…
｝
5
”
§
器
画
鵠
）

　
　
　
　
　
門
‡
＆
（
§
”
監
）
　
　
蹄
～

と
表
わ
す
。
以
下
の
議
論
で
窺
が
♂
や
λ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
実
際
に
表
現
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
二
　
確
率
と
エ
ン
ト
・
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
×
7
）

　
近
年
エ
ン
ト
・
ピ
ー
な
る
用
語
が
物
理
学
以
外
の
他
方
面
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
生
い
立
ち
は
、
一
八
六
五
年
頃
熱

力
学
の
創
始
者
ク
ラ
ウ
ジ
ゥ
ス
（
刃
》
中
Ω
帥
麟
．
ま
）
が
ギ
リ
シ
ア
語
の
竃
o
息
（
変
化
）
か
ら
造
っ
た
と
き
に
始
ま
る
。
ク
ラ
ウ
ジ
ゥ

ス
は
熱
力
学
の
第
二
法
則
を
定
式
化
す
る
過
程
で
こ
れ
を
見
出
し
、
そ
の
後
ボ
ル
ツ
マ
ン
（
r
野
寿
ヨ
帥
目
）
、
プ
ラ
ン
ク
（
呂
翌
婁
爵
）
、

ギ
プ
ス
（
い
薯
O
ぎ
富
）
等
に
よ
る
統
計
力
学
に
お
い
て
確
率
論
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
近
年
シ
ャ
ノ
ン
（
ρ
国
・
o
o
プ
昏
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

コ
目
）
に
よ
っ
て
情
報
理
論
の
中
に
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
概
念
の
発
展
過
程
を
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

議
論
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
時
折
ふ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
シ
ス
テ
ム
◎
と
同
等
な
π
個
の
シ
ス
テ
ム
の
集
団
を
◎
と
し
、
◎
は
さ
ら
に
環
境
シ
ス
テ
ム
の
影
響
を
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
複
雑

な
内
部
構
造
の
ミ
ク
・
状
態
の
遷
移
を
行
な
っ
て
い
る
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
相
互
作
用
を
し
は
じ
め
て
か
ら
十
分
時
間
の
経
過
し
た

後
の
あ
る
時
刻
を
と
っ
て
◎
の
な
か
の
各
シ
ス
テ
ム
◎
を
し
ら
ぺ
た
と
こ
ろ
、
耽
個
の
シ
ス
テ
ム
が
ミ
ク
・
状
態
．
乞
に
あ
る
と
き
、
シ
ス
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テ
ム
◎
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
ミ
ク
・
状
態
の
確
率
窺
は

　
　
　
　
　
　
　
　
§
帖

　
　
　
　
爵
”
一
一
目
－

　
　
　
　
　
　
期
↓
8
≧

　
　
　
　
　
（
9
）

と
与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
◎
の
な
か
の
N
個
の
シ
ス
テ
ム
を
町
、
短
、
…
…
、
㍗
…
：
と
、
各
ミ
ク
・
状
態
に
落
ち
る
数
に
分
け
る
と
、

◎
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
ミ
ク
・
状
態
の
起
こ
る
確
率
は
、

　
　
　
　
　
　
宅
幅

　
　
　
　
ミ
目
ー
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
・
一
）

　
　
　
　
　
　
目
ぎ

　
　
　
　
　
　
軌
m
』

た
だ
し
、

　
　
　
　
図
§
口
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
・
N
）

　
　
　
　
帖
m
』

と
な
る
よ
う
な
昭
に
比
例
す
る
。
ボ
ル
ツ
マ
ン
・
プ
ラ
ン
ク
は
熱
力
学
と
統
計
力
学
の
接
点
に
位
置
す
る
量
と
し
て
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
と

り
上
げ
、
こ
れ
を

　
　
　
　
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
R
一
〇
顧
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
Q
）

と
い
う
関
係
式
を
発
見
し
、
こ
れ
か
ら
有
名
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
布
則
を
見
出
し
た
。
本
論
文
で
は
後
述
の
シ
ャ
ノ
ン
に
よ
る
情
報
理
論
の

エ
ン
ト
・
ピ
ー
の
表
現
形
式
を
用
い
る
た
め
、
⑤
の
な
か
の
一
シ
ス
テ
ム
当
た
り
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を

　　

　
①
－
詣
一
。
輔
｝
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
・
斜
）



と
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
㌣
一
）
と
（
N
ホ
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
賭
一

　
　
　
　
？
藷
礼
。
㎎
守
鉱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
・
軌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

と
な
る
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
公
式
の
第
一
近
似
を
用
い
る
と
、
正
整
数
∬
の
大
き
な
値
に
対
し
て

　
　
　
　
一
〇
の
弛
”
鷺
一
〇
凶
鷺
－
鷺

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
し
て
、

　　

　①

藷
「
剛
套
・
箋
－
亭
望
一
雰
－
豊
〉
藷
（
－
県
一
晶
Y
－
》
一
・
窒
　
　
（
卜
・
・
ひ
）

と
な
る
。
ア
一
れ
は
シ
ャ
ノ
ン
が
提
出
し
た
情
報
理
論
に
お
け
る
「
い
く
つ
か
の
ミ
ク
・
状
態
を
持
つ
情
報
源
の
情
報
量
」
と
し
て
定
義
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
状
態
に
あ
る
か
不
確
か
な
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
不
確
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、
シ
ス
テ
ム
の
情
報
量
は
大
き
く
な
る
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ス
テ
ム
の
エ
ン
ト
・
ピ
ー
は
、
未
知
の
シ
ス
テ

ム
集
団
の
状
態
が
、
一
番
起
こ
り
や
す
い
状
態
で
あ
る
と
き
、
（
サ
イ
コ
・
を
五
個
振
っ
て
全
部
同
じ
目
が
出
る
な
ど
と
い
う
の
は
起
こ

り
難
い
状
態
で
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
目
が
適
当
に
入
り
混
っ
て
、
特
徴
の
な
い
目
の
組
合
わ
せ
と
い
う
の
は
起
こ
り
や
す
い
状
態
で
あ

る
）
エ
ン
ト
・
ピ
ー
は
最
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
情
報
理
論
と
統
計
力
学
で
は
同
じ
こ
と
を
表
と
裏
か
ら
見
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ

こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
非
常
に
多
く
の
シ
ス
テ
ム
の
集
団
に
お
い
て
到
達
さ
れ
る
状
態
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
確
か
ら
し
い
状
態
、
　
一
番

　
　
　
　
　
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

平
凡
な
状
態
な
の
で
あ
る
と
い
う
、
エ
ン
ト
・
ピ
ー
最
大
原
理
を
基
本
法
則
に
置
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
、
エ
ン
ト
・
ピ
ー
が
最
大

に
な
っ
て
い
る
状
態
を
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
均
衡
状
態
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
三
　
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論

　
す
で
に
定
義
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
◎
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
記
号
を
用
い
て
、
以
下
本
題
で
あ
る
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
を
展
開
し
て
ゆ
こ

填
聖

　
ミ
ク
・
状
態
関
数
》
（
8
淘
）
の
状
態
確
率
鏡
に
よ
る
期
待
値

　
　
　
　
隻
》
（
ド
沁
）
丁
図
評
》
（
§
帖
」
）
”
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
a
h

と
定
義
す
る
。
ま
た
ベ
ク
ト
ル
卯
を

　
　
　
　
令
目
（
も
ご
§
…
…
も
醤
）

と
し
、
こ
れ
を
マ
ク
・
状
態
量
ベ
ク
ト
ル
な
い
し
は
単
に
状
態
量
ベ
ク
ト
ル
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
λ
の
関

数
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
環
境
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
置
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
◎
に
対
し
て
状
態
量
伽
（
な
“
－
、
2
、
…
…
、
肌
）
が
与
え
ら
れ
た
値
に
な
る

よ
う
に
制
約
を
つ
け
な
が
ら
、
し
か
も
も
っ
と
も
起
こ
り
や
す
い
状
態
、
す
な
わ
ち
エ
ン
ト
・
ピ
i
最
大
と
な
る
よ
う
な
状
態
確
率
亀
を

求
め
る
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
は



　
　
　
　
M
耳
帖
匠
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Q
・
b
。
）

　
　
　
　
帆
角
』

　
　
　
　
図
莉
き
（
蓉
ぐ
）
口
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
・
一
）

　
　
　
　
一
m
』

　
　
　
　
ミ
鯉
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Q
≦
）

の
条
件
の
も
と
で

　
　
　
　
旨
環
巨
一
N
Φ
①
問
－
図
∂
一
〇
西
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Q
・
軌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帖
角
h

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
θ
は
毎
に
関
す
る
凹
関
数
で
あ
り
、
条
件
式
は
線
形
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

ら
、
こ
の
非
線
形
計
画
問
題
は
唯
一
つ
の
最
適
解
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
（
い
・
N
）
と
（
Q
乙
）
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
を
病
、
向
、

庫
、
…
．
・
．
、
魚
と
し
て
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関
数

　　

　
㌣
－
悩
÷
鴫
嵩
＋
勢
（
＆
』
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Q
・
ひ
）

を
つ
く
り
、
窺
で
偏
微
分
す
る
と
、

　　

　罪

一
・
き
古
＋
聖
難
（
呉
N
）
T
。

と
な
る
。
窺
の
最
適
解
を
鍛
、
亭
“
一
十
亭
．
と
す
る
と
、

　
　
　
　
醤
”
①
巷
［
⊥
蔦
。
＋
図
夢
》
（
＆
沁
）
｝
］
”
Φ
超
（
ー
勘
）
Φ
老
丁
曹
、
（
き
沁
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
・
N
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒
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シ
ス
テ
ム
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七
八

と
な
る
・
β
は
べ
争
ル

　
　
　
　
も
”
（
》
㌔
ざ
…
…
も
蓉
）

で
あ
り
、
、
、
（
禽
渇
）
は
行
ベ
ク
ト
ル
＞
＆
渇
）
を
転
置
し
て
列
ベ
ク
ト
ル
に
直
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
鍛
が
確
率
で
あ
る
こ
と
か

ら
（
い
・
N
）
に
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
図
醤
口
Φ
図
只
1
も
。
）
図
賃
℃
｛
1
禽
、
（
＆
㍉
）
｝
旺
一

　
　
　
　
画
而
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
爪
、

と
な
り

　
　
　
　
①
巻
（
届
。
）
口
N
”
図
【
1
費
、
（
＆
沁
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
・
o
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
、

と
お
く
と
、
結
局

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
§
∬
呵
Φ
図
b
｛
1
融
、
（
§
戚
・
勾
）
｝
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
　
　
　
・
　
（
ω
．
。
）

が
得
ら
れ
る
。

　
（
い
・
o
。
）
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
Z
を
統
計
力
学
に
従
っ
て
分
配
関
数
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
ー
剥
一
。
α
q
N
“
1
呵
飼
丁
象
§
“
も
｝
。
図
b
T
廼
、
（
§
“
き
T
》
灸
§
帖
も
H
套
　
（
奮
一
・
N
、
…
－
琶
　
　
（
い
．
一
。
）

と
な
り
、
再
び
マ
ク
・
状
態
量
舞
が
得
ら
れ
る
。
ア
】
の
式
は
仰
、
卿
、
…
…
、
伽
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
均
衡
状
態
に
お
け
る
肌
個
の
ラ

グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
向
、
防
、
：
：
：
、
魚
を
求
め
る
た
め
の
窩
本
の
方
程
式
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
臆
睦
（
警
も
…
…
…
も
§
）
を
用
い
る



と
（
？
ε
）
は

　
　
　
　
　
。
一
〇
㎎
恥

　
　
　
　
ー
烏
選

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で

（
Q
9
一
一
）

①
蔀
N
－
（
．
鋪
諏
…
ず
①
鞭
」

で
あ
る
。
つ
ぎ
に
勉
に
対
し
て
（
ω
ら
）
を
用
い
、
こ
れ
を
均
衡
状
態
に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
S
に
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
の
”
1
魍
憾
鱈
一
。
讐
笥
ー
魍
呵
Φ
図
竺
－
曹
、
（
§
帖
・
沁
）
｝
丁
蔓
、
（
§
鴨
・
沁
）
1
一
。
の
鯉
目
曾
、
士
。
瞬
N
　
　
　
　
　
　
（
い
・
邑

と
書
き
表
わ
さ
れ
る
。

　
ま
た
最
適
値
問
題
（
Q
．
N
）
～
（
o
．
頓
）
に
お
い
て
、
条
件
式
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
向
、
庫
、
…
…
、
魚
は
均
衡
状
態
に
お
い
て
は

　
　
　
　
謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
o
o

　
　
　
　
剰
迭
・
ま
た
一
般
に
、
劃
迭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
譲
）

と
い
う
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
最
適
値
問
題
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
魚
は
均
衡
状
態
に
お
い
て
制
約
と
な
っ
て

い
る
マ
ク
・
状
態
量
侮
を
一
単
位
増
加
す
る
と
き
の
エ
ン
ト
・
ピ
ー
の
増
加
分
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
全
体
系
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
変
数
は
β
（
㎜
個
）
、
9
（
肌
個
）
、
S
（
一
個
）
、
Z
（
一
個
）
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
独
立
に
き

め
ら
れ
る
の
は
視
個
と
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
、
λ
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま
β
と
λ
と
を
独
立
変
数
に
と
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
式
の
変
形
を
行

　
　
　
　
　
統
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な
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
ベ
ク
ト
ル
9
の
全
微
分
を
と
っ
て

　　

　
幾
－
（
総
）
是
＋
（
辮
∀
N

こ
こ
で

　　

　（

）
㍉
鞍
（
辮
）
㍉
罪

と
な
る
行
列
で
あ
り
、
ま
た
島
、
u
隻
、
は
列
ベ
ク
ト
ル
で

　
　
　
　
良
も
、
”
（
9
も
ご
…
…
｝
“
も
§
）
、

　
　
　
　
R
沁
、
”
（
亀
き
い
…
…
｝
R
沁
。
D
）
、

で
あ
る
。

　
ま
た
一
〇
〇
q
N
の
全
微
分
を
と
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
〇
㎎
N
　
　
O
一
〇
㎎
恥

　　

　
聾
。
喰
ー
留
患
、
＋
艶
隻
、

と
な
る
。
こ
れ
に
（
？
二
）
を
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
〇
凶
N

　
　
　
　
き
。
の
N
目
ー
お
暴
、
＋
欝
隻
、

を
う
る
。
そ
こ
で
（
？
猛
）
、
（
い
・
嵩
）
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
。

八
○（

。
・
峯
）

（
Q
・
ま
）

（
。
・
ま
）

（
い
・
一
N
）



建
＋
．
賄
N
詳
奥
認
）
摯
（
辮
）
＆
＋
①
蠣
N
界
轟
）
暴
＋
蕪
）
睾
蔑
＋
爵
N

人
①
（
鞭
）
）
鳥
＋
（
①
（
鞭
）
閲
喜
－
－
襲
（
建
＋
長
）
－
島

す
な
わ
ち
、群

建
＋
。
覇
軸
轟

（
。
・
一
。
。
）

と
い
う
関
係
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
左
辺
を
も
う
少
し
変
形
す
る
た
め
に
、
λ
の
元
素
ろ
で
の
微
分
を
考
え
る
と
、

．
鞭
－
蕪
－
暫
｛
－
掌
塁
①
巷
丁
網
碧
（
き
｝

坐
－
黎
撃
㌧
†
－
望
刺
鍵
鳴
†
－
嗣
禽

と
な
る
。
こ
こ
で
バ
ー
は
平
均
値
を
現
わ
す
。
し
た
が
っ
て
、

蟄
o
筑
N

　
窒

黛
袖
－
－
掴
満
器
隻
㌔
－
桑
）
轟

（
い
・
一
℃
）

と
書
－
こ
と
ぞ
る
。
：
で
（
鴫
）
は

　　

　（

）
㍉
器

統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
関
す
る
一
考
察
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八
二

と
い
う
行
列
で
あ
る
。
こ
の
行
列
を
（
F
）
で
表
わ
す
と
（
ω
・
一
〇
〇
）
は
、

　
　
　
　
器
口
勲
書
、
1
（
、
）
艶
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Q
山
o
）

と
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
い
ま
二
組
の
（
も
」
）
の
値
（
b
齢
』
、
）
（
b
、
。
」
閃
）
で
指
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
状
態
を
牙
、
牙
で
表
わ
し
、
（
ω
凸
o
）
を
Σ
か
ら
牙
ま
で

積
分
を
行
な
う
と
、

　　

　
硫
．
－
・
－
．
誌
ず
幾
－
（
・
）
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
・
N
一
）

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

と
な
る
。
左
辺
は
Σ
と
Σ
の
二
つ
の
状
態
に
お
け
る
エ
ン
ト
・
ピ
ー
の
差
で
あ
り
、
こ
れ
は
Σ
か
ら
Σ
へ
行
く
途
中
の
道
筋
に
は
無
関
係

の
量
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
左
辺
も
同
じ
性
質
を
持
つ
量
と
な
り
、
数
学
的
に
い
え
ば
、

　
　
　
　
8
”
書
、
1
（
喝
）
隻
、

と
置
い
た
と
き
、
∂
9
自
身
は
完
全
微
分
形
と
は
な
ら
な
い
が
、
β
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
微
分
形
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
こ
れ
は
β
が
積
分
因
子
で
あ
る
二
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
）
。

　
そ
こ
で
（
？
田
）
の
シ
ス
テ
ム
論
的
な
意
味
を
つ
け
る
の
が
重
要
な
仕
事
と
な
る
が
、
そ
れ
を
行
な
う
前
に
、
物
理
学
の
簡
単
な
例
に

よ
っ
て
こ
の
式
の
意
味
を
ま
ず
つ
け
て
み
よ
う
。
い
ま
シ
ス
テ
ム
◎
と
し
て
多
数
の
分
子
か
ら
な
る
気
体
を
取
り
、
こ
れ
が
熱
浴
（
環
境

シ
ス
テ
ム
）
の
な
か
に
あ
る
と
き
、
上
記
の
諸
量
は
ど
の
よ
う
な
物
理
量
に
対
応
す
る
か
を
述
べ
よ
う
。
詳
細
は
統
計
力
学
の
教
課
書
に

あ
る
の
で
、
変
数
、
関
数
、
記
号
の
対
応
と
結
果
だ
け
を
書
く
と
つ
ぎ
の
表
の
よ
う
に
な
る
。



体積Vのなかの気体分子システムG
分子の運動エネルギー

体積v
　　　　　　　　　　　　　　気体を囲む熱浴の濫度丁の逆数一
　　　　　　　　　　　　　丁

気体の内部エネルギーU

ミクロ耳犬態変数紀
（＝ミク・状態関数）

外生パラメーターλ

ラグランジュ乗数β

気体の圧力P

圧力に抗して気体になした仕裏一P冠7

♂V，4Tだけ変化したときの気体の得た熱エネルギー

∂9＝4u十P47

同上のエント。ビーの増力口分延4S

　　　　　　　　　　　　　T

マク・状態量卯
（募）一（F）

（F）dλ’

∂9＝⑳’一（F）4え’

統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
関
す
る
一
考
察

β∂9＝48

さ
て
右
の
よ
う
な
、
統
計
力
学
な
い
し
は
熱
力
学
に
お
け
る
変
数
や
状

態
量
の
解
釈
を
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
並
行
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
れ
ぱ
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
示
し
て
み
よ
う
。
以
下
（
）
で
囲
ん

だ
物
理
用
語
は
抽
象
的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ρ
（
内
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
、
β
（
温
度
の
逆
数
）
、

S
（
エ
ン
ト
・
ピ
ー
）
、
③
（
変
位
λ
に
対
す
る
抵
抗
力
）
、

λ
（
変
位
）

吻
　
嗣
、
ぬ
な
る
（
温
度
変
化
）
と
（
変
位
）
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の

　
（
内
部
エ
ネ
ル
ギ
i
）
の
増
加
分
。

（
、
）
隻
、
シ
ス
テ
ム
の
（
抵
抗
ガ
）
に
抗
し
て
齪
だ
け
（
変
位
）
す
る

　
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
に
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
（
エ
ネ
ル
ギ
i
）
。

智
凹
書
、
ー
（
、
）
隻
、
（
温
度
変
化
）
、
（
変
位
）
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
の

　
状
態
に
変
化
が
起
こ
り
シ
ス
テ
ム
が
（
熱
）
と
し
て
吸
収
し
た
（
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
）
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

八
三
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　』

－
・
－
、
－
－
・
．
－
鳶
§

は
熱
力
学
の
第
二
法
則
を
一
般
化
し
た
も
の
と
形
式
的
に
同
等
と
な
り
、
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
お
け
る
（
熱
機
関
）
と
い
う
も
の
も
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
抽
象
的
熱
力
学
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
あ
ら
た
め
て
述
ぺ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
四
　
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
と
所
得
分
布
曲
線

　
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
個
人
を
シ
ス
テ
ム
◎
と
考
え
て
所
得
分
布
曲
線
を
求
め
る
こ
と
に
、
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
を
適
用
し
て
み
よ
う

（
個
人
の
集
団
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
）
。
す
な
わ
ち
、
◎
が
所
得
水
準
‘
％
と
な
る
確
率
窺
を
も
っ
と
も
確
か
ら
し
い
値
に
定

め
よ
う
と
す
る
の
が
本
節
の
仕
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
あ
る
。
所
得
分
布
曲
線
に
つ
い
て
は
す
で
に
古
く
か
ら
パ
レ
ー
ト

（
く
・
劉
∪
，
b
震
0
8
）
や
ジ
ブ
ラ
（
国
○
帥
げ
β
叶
）
の
研
究
が
あ
り
、
と
く
に
ジ
ブ
ラ
分
布
が
よ
く
成
り
立
つ
こ
と
が
経
験
法
則
と
し
て

　
　
　
　
（
U
）

知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
確
か
ら
し
い
分
布
が
ジ
ブ
ラ
分
布
に
な
る
よ
う
に
統
計
的
シ
ス
テ
ム
論
に
お
け
る
条
件
を
逆

に
設
定
す
る
と
い
う
方
向
で
問
題
を
考
え
た
方
が
よ
り
生
産
的
で
あ
る
。

　
さ
て
シ
ス
テ
ム
G
の
ミ
ク
・
状
態
関
数
》
（
監
）
、
》
（
監
）
を
所
得
水
準
陶
に
対
し
て
、

　
　
　
　
ト
（
§
、
）
”
一
。
㎎
虞
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
轟
．
一
）

　
　
　
　
＞
（
§
、
）
”
（
一
。
撃
、
）
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斜
．
N
）

と
と
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
後
で
ジ
ブ
ラ
分
布
を
導
出
す
る
た
め
の
技
巧
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
ト
す
れ
ば
、
ベ
ル
ヌ
イ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

（
∪
，
ω
。
ヨ
o
巳
ε
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
所
得
％
の
価
値
を
決
め
る
も
の
は
金
額
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
効
用
で
あ
る
。
ベ
ル
ヌ

イ
は
効
用
関
数
と
し
て
一
β
ま
を
提
示
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
用
い
、
シ
ス
テ
ム
G
は
外
界
と
こ
の
よ
う
な
効
用
を
交
換
し
合
っ
て
均
衡

状
態
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ク
・
状
態
量
仰
、
卿
は

　
　
　
　
令
¶
図
駐
一
。
閃
§
仙
”
喬
目
M
§
（
目
。
㎎
§
盛
）
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
Q
）

　
　
　
　
　
　
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

と
な
り
、
上
の
条
件
式
の
も
と
で
エ
ン
ト
・
ピ
ー
最
大
と
す
る
確
率
撹
は
（
い
も
）
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
醤
8
旦
焉
。
ム
一
（
凝
§
帖
）
1
碧
。
讐
鯖
）
、
｝
1
1
馴
①
嵩
丁
粟
一
。
α
g
き
“
￥
碧
。
㎎
§
軌
）
b
，
｝
　
　
　
　
　
　
（
斜
．
高
）

　
　
　
　
N
旺
図
。
昌
｛
1
辞
（
一
。
瞬
監
）
1
曾
（
一
。
σ
Q
監
）
卜
。
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
軌
）

　
　
　
　
　
　
幅

と
な
る
。
一
農
§
1
1
＆
と
お
く
と

　　

　
・
嵩
（
喜
－
曾
、
）
－
・
ζ
（
隷
）
鮪
［
計
①
昌
｛
－
（
鷺
鵜
）
．
｝
」
　
　
　
．
　
　
　
（
芭

こ
こ
で
、

　　

　、

赴
）
ロ
ー
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

　　

　
－
－
－
勢
－
辿
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八
六

と
な
る
。
そ
こ
で
♂
（
．
乞
“
－
、
2
、
…
…
）
が
（
や
軌
）
に
お
い
て
一
様
に
、
し
か
も
十
分
密
に
並
ぶ
よ
う
に
、
ミ
ク
・
状
態
変
数
♂

（
．
乞
“
－
、
2
、
…
…
）
が
分
布
し
て
い
る
と
す
る
と
、
o
を
♂
の
密
度
を
表
わ
す
定
数
と
し
て
、
（
？
軌
）
の
和
を
積
分
で
近
似
し
て
、

　　

　
N
－
藁
昌
（
喜
－
書
．
）
§
－
2
（
隷
）
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
や
・
・
）

と
な
り
、
¢
が
の
と
鷺
＋
容
の
間
に
あ
る
確
率
は

　　

　
誉
）
§
“
Φ
昌
（
－
琴
曾
・
）
§
－
計
旦
－
（
鷺
聾
）
亨
　
　
　
．
　
　
　
（
菖

と
な
る
。
こ
こ
で
鷺
ロ
一
〇
の
§
と
置
け
ば
ジ
ブ
ラ
の
対
数
正
規
分
布
が
得
ら
れ
る
。
な
お
マ
ク
ロ
状
態
量
興
、
物
、
と
糀
、
0
2
、
向
、
庫

と
の
関
係
は

　　

　
令
・
－
こ
・
・
－
q
“
。
＋
蚤
も
・
－
聾
蔑
3
（
書
革
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
や
一
．
）

で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
の
興
味
は
、
ジ
ブ
ラ
分
布
を
導
出
す
る
こ
と
よ
り
も
、
（
？
ω
）
の
よ
う
な
制
約
で
エ
ン
ト
・
ピ
ー

の
最
大
化
を
行
な
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
が
、
経
験
法
則
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
、
　
（
や
N
）
、
（
分
5
）
で
所
得

の
対
数
の
平
均
脇
、
分
散
2
σ
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
μ
、
庫
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、
上
で
は
導
入
し
な
か
っ
た
外
生

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
物
価
そ
の
他
の
要
因
を
考
慮
し
た
と
き
、
シ
ス
テ
ム
◎
の
分
布
が
ど
の
よ
う
に
変
る
か
を
理
論
的
に
探
る
手
掛
り

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ω
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Q
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、

（
9
）
　
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
◎
を
今
度
は
十
分
長
い
時
間
追
跡
し
て
調
べ
、
ミ
ク
・
状
態
¢
に
あ
っ
た
時
間
の
総
和
を
碗
と
す
る
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
嵩
目
1
”
一
一
日
I
n
ど

　
　
　
　
　
『
↓
8
↓
　
ン
ゴ
8
＞
N

　
と
い
う
こ
と
が
、
エ
ル
ゴ
ー
ド
理
論
の
中
心
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
認
め
て
話
を
進
め
る
。

（
1
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こ
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で
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を
参
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